












期間を妊娠 14週～16週を初期、妊娠 25週～27週を中期、妊娠 32週～34週を後期（以後初期・中期・






や胎児の発育との関係を検証した。統計解析には、統計ソフト IBM SPSS 22  for windowsを使用し
て分析した。尚、本研究は浜松医科大学「医の倫理委員会」の審査を経て承認を受け実施した。 
【結果】 
対象妊婦の平均年齢は 31.5歳、妊婦の非妊時 BMIの体格別人数は、やせ群が 52人（25.4％）、ふ
つう群が 137人（66.8％）、肥満群が 16人（7.8％）であった。母体体重増加量の平均は 10.5±3.4
㎏、出生時体重の平均は 2999.8±375.8ｇ、妊娠各期の母体のエネルギー摂取量の平均は、妊娠初期
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